






















【コーポレート・ガバナンス体制 模式図】 
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【適時開示体制の概要】 
当社におきましては、｢業務等に関する重要事実｣等の情報管理のため｢内部者取引管理規程｣を制定すると同時に、

適時開示の責任者として取締役常務執行役員（財務企画部・グループ総務部管掌）を情報取扱責任者に選任し、

以下のとおり管理を行なっております。 

 

① 重要事実の発生又は決定の可能性検討(常務会等で各業務担当執行役員から情報取扱責任者への事前連絡・協

議) 

 

② 重要事実の発生又は決定（取締役会等での決議）⇒｢業務等に関する重要事実｣への適合の有無を最終確認 

（各業務担当執行役員と情報取扱責任者での最終確認） 

社長、情報取扱責任者及び常勤監査役により開示内容の妥当性を判断 

 

③ 情報取扱責任者は、関係各部門へ漏洩防止の指示を行うとともに適切な時期に情報を公開 

 

また、株主が会社の経営状態をより的確に把握するために、適時適切にホームページに情報を掲載し、 

株主・投資者等が公平かつ容易に情報にアクセスすることが可能な体制の整備に努めております。 
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